
　土砂災害には、主としてがけ

くずれ、地すべり、土石流があり

ます。大雨によって山やがけの

地盤がやわらかくなったり、川

の水が急に増水したときは危険

です。前ぶれを発見したときは、

もういつ土砂災害が起こっても

おかしくありません。すぐにが

けや谷筋から離れた場所に逃げ

ましょう。逃げるときには、谷川

が流れる方角に対して直角に逃

げましょう。

　また、山岳地帯の上流部に

降った雨や雪どけ水が押しよせ

ておきる土砂災害として「鉄砲

水」があります。鉄砲水は、高速

で流れくだる上に、予測が非常

にむずかしく、下流部が晴れや

小雨でも、源流部に大雨が降っ

たりすると、何の前触れもなく

やってくることがあります。
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　竜巻は、発達した積乱雲（モクモクとし

た、雷やひょうをもたらすこともある入道

雲の仲間）によってつくられる、大気中の

激しいうずまきです。

次のような状況になると、竜巻の発生する

ような「発達した積乱雲」がみなさんの間

近まで近づいている可能性があります。

◆ 真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる。

◆ 雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。

◆ ヒヤッとした冷たい風が吹き出す。

◆ 大粒の雨や「ひょう」が降り出す。

死者12名をだした、熊本県
不知火町（現：宇城市）の高潮災害
（平成11年9月　熊本県提供）
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竜巻は日本のどこでも発生し、台風シーズンの9月に発生が最も多く確認されています。

年間平均で約13個の竜巻の発生が確認されており、死者も出る大きな被害をもたらしたこともあります。
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